
DXや業務改善を進めたいなら、伴走パートナーにお任せください。

業務フローの整理からアプリ設計まで、 

一人では進めにくい課題も一緒に解決します。 

業務コンサルティング、アプリ開発支援、教育・研修など、 

お客様の状況に合わせて継続的な改善をサポート。 

企業を成功に導く心強いパートナーです。 詳しい支援内容はこちら

kintoneの に迷ったら！進め方

極秘



ノウハウを明日から
使いたくなった！

実際の導入事例、とても勉強になります！ 
アプリ製作をしていると、使い方も構築も
どうしても視点が内向きになってしまい
がちですが、こんなとこもできるのか！ と
新たな発見が多く、明日から実際にやって
みよう！ と意欲が倍増します。 
普段社内でなかなか評価されないことも
あり、ものすごく励まされました！

もっと早く
参加すればよかった
もっと早く参加しておけばよかったと後悔
するほど勉強になりました。  途中、仕事の
対応で見られない時間ができてしまいま
したが、それこそもっとkintoneで業務
改善をして、今後こういった時間がもっと
取れるようにしたいと思いました。

無限大に
業務改善できる

実際のkintone活用事例を知れるので、
アプリの特徴や、どれだけ作業時間を減ら
して業務改善に役立っているのか、さらに
他のシステムと連携し、カスタマイズに
よって無限大に業務改善を行えることを
学ぶことができました。 今後も導入事例を
参考にして、トライ&エラーで最適なシス
テムを作成していきたいと思いました。

会場に向かう前に持ち物チェック！
受講票、スマートフォンは必須です。 また、会場は寒いこ
ともあるので、必ず羽織ものをお持ちください。 また突
然の出会いに備えて名刺も忘れずに！

14:00にkintone hive スタートとなります！
座席にあるコットンバッグにkintoneに関するチラシ
や、hive限定ノベルティなどたくさんのコンテンツが詰
まってますので、ぜひチェックしてみてください。 今年は
どんな事例が登場するのか？！ 写真撮影
はOKなので、気になったスライドなどは
バッチリ押さえましょう。

hive終了後は知り合いの人がいれば
お台場のお店に繰り出してkintone 
hiveでの感想や最近のkintone事

情など情報交換してみましょう！ 翌日にはkintone 
hiveで得たヒントや学びをチームメンバーとぜひ共有
してください。 会場で配布されるkintone hiveオリ
ジナルシールを交換するのも

まずはお申し込み！
ポイントはチームのみなさんや、上司の方

と一緒にお申し込み＆一緒に参加することです。
今後の活用の流れがスムーズになるかも！

お申し込みはページ下部の二次元コードから

会場のお台場にはレストランがたくさん！
kintone hiveで学びを得るまえにしっかり腹ごしら
えをしましょう。
13:00に受付スタートです。 会場前方の席
をご希望の場合はお早めにお越しください。

休憩は約20分あります。 ホワイエにはkintoneのざつ
だんメンバーや、キンコミブース、認定資格バッジの配布
などを行っています。 また登壇者の方と直接会話できる

チャンスも！ 初回の休憩時間では混雑する
可能性が高いので、ブース周りは２回目の
休憩などを活用するのもオススメです。

他にも東京会場ならではのコンテンツも企画中！
お楽しみに♪
※当日のコンテンツ内容は変更になる場合がございます。 あらかじめご了承く
ださい。

今年もみなさまにkintone hiveを楽しんでご参加いただけるようにサイボウズスタッフ一丸となって運営してまいります。
みなさまのご来場、お待ちしております。

kintoneの活用アイデアをユーザー同士で共有するライブイベント「kintone hive」
残るは東京会場のみとなりました。
kintoneの活用ノウハウをそれぞれの視点で披露・共有いただきます。

kintone を導入したあとも活用に悩むシーンは多いのではないでしょうか？
kintone hiveにはあなたのkintone活用のお悩み解決や、
より業務改善を広めるヒントがあります。 

今年も東京会場では、6-7社のkintoneユーザーに登壇いただきます。
kintoneの使い方はもちろん、社内への広め方、ちょっとした工夫や失敗談など…
業種や職種や立場が違っても、他社の取り組みから得られるリアルな情報は
新たな業務改善につながります。
登壇者のエネルギーもいい刺激になること間違いなしです。

みんなはkintoneをどうつかってる？みんなはkintoneをどうつかってる？

ぜひ、関係者のみなさまでご来場ください。ぜひ、関係者のみなさまでご来場ください。

ご来場開催形式

2026年7月9日（木） 14:00～18:00終了予定日時

Zepp DiverCity（東京都江東区青海1丁目1－1０）場所

kintoneユーザーによる事例発表内容

kintone契約中（試用中含む）のお客様対象

サイボウズ株式会社主催

kintone hive 2026 osaka の登壇の様子

参加費
無料！

ご参加いただいた方の声

お申し込みは
こちら

お申し込みは
こちら

kintone hive

tokyo vol.23を

120%満喫する方法
お申し込み

ランチ

休憩時間

事前準備

hive終了

参加費 無料無料（（事前申込制）

https://kintone.cybozu.co.jp/jp/event/hive/?utm_source=magazine&utm_medium=magazine&utm_id=26jun_km_en


連携コネクタで活用の幅が広がる！
NEW！

5.20

ついに正式リリース！ 無料で使えるフリープランもあります

連携コネクタには、無料でご利用いただけるフリープランがあります！ サービスの詳細・お申し込み
方法につきましては、右記のQRコードからWebサイトをご確認ください。

フリープランのお申し込み方法

kintoneとMicrosoft 365が連携する新オプション

kintone・GaroonとMicrosoft 365の主要サービスをノーコードで簡単に連携
できる機能です。
cybozu.comのオプション機能として2025年8月にプレリリース版を公開。 
2026年5月20日に正式リリースいたしました。
本オプションを使うことで、kintoneの活用を広げることができます。

設定イメージ

アプリ指定

連携するアプリを選択

イベント設定

イベント（トリガー）を選択

アクション設定

実行するアクションを選択

連携コネクタの特長

連携コネクタの活用シーン

基幹システムから出力されたデータなど、OneDriveに保存された
CSVファイルの内容をkintoneアプリに自動で登録できます。

基幹システムから出力したデータを
kintoneに反映

kintoneに商談予定を登録すると、OutlookやGaroonに予定が自
動作成でき、Teamsで担当者に通知。 確認漏れを防げます。

kintoneに登録した商談予定を
スケジューラに反映

kintoneに登録されたファイルを自動的にOneDrive・SharePoint
へ格納。 社内外での共有やバックアップがスムーズになります。

kintoneの添付ファイルを
OneDrive・SharePointに自動保存

kintoneのアプリ間でも連携できます。 レコード追加・更新をきっか
けに、別のアプリへ自動でデータを反映。 転記の手間が減ります。

kintoneアプリどうしを連携

※連携コネクタは、kintoneのスタンダードコース、ワイドコースのいずれかをご契約中のお客様にご利用いただけます。

kintoneとの親和性が高い

サイボウズが提供するオプションサー
ビスとして、kintoneのデータ構造に最
適化された連携設定ができます。

API連携で
メンテナンスコストが低い

APIやWebhookを使った連携のため、
連携先サービスの操作画面（UI）が変更
されても影響を受けにくいです。

ノーコードで
かんたんに設定できる

マウス操作で連携設定が完了します。 
連携したいアプリを選んで、アクション
と条件を指定するだけで簡単に利用で
きます。

シナリオを実行するきっかけになる処理を「イベント」、イベントが行われた後に実行される処理を「アクション」と呼びます。

サービス

kintone レコード追加 / 編集 / 削除の検知 など レコードの追加、レコードの更新、添付ファイルの
アップロード／ダウンロード、レコードコメントの投稿 など

Microsoft Teams ー メッセージの投稿、チャットの投稿、
ユーザー情報の取得 など

Garoon ー 予定の登録、更新、削除 など

Outlook メール受信の検知 メールの送信、予定の作成 など

Excel for the web 新規行の検知 行の追記／更新、セルの更新 など

SharePoint ファイル追加／変更の検知 ファイルのアップロード／ダウンロード、フォルダの作成、
アイテムの追加 など

OneDrive ファイル追加／変更の検知 ファイルのアップロード／ダウンロード

イベント（トリガー） アクション（実行）
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▶ 「誰がこのアプリを使うか」を起点に
考えよう

▶ 個人単位より組織・グループ単位で
の設定がおすすめ。 部署のメンバー
が変わっても再設定不要

▶ 「レコード内容によって、 アクセスできる
範囲を変えたいか」を確認しよう

▶ アプリ全体ではなく、特定のレコード
だけ制限したいときに使おう

▶ 「フィールドごとにアクセスできる人
を変えたいか」をチェックしよう

▶ アプリ・レコード単位ではなく、特定
の項目だけ制限したいときに活用
しよう

「このデータ、全員に見えていいんだっけ？」「誰かに間違って編集・削除されたらどうしよう」、
そんな場面が増えてきていませんか？ アクセス権を使えば、誰に何をどこまで許可するかを
柔軟に設定できます。 よくある場面と設定のポイントを確認してみましょう。

案件管理アプリ全体を、
営業部だけが使えるようにしたい場合

案件レコードを、担当者と営業部長だけが
編集できるようにしたい場合

「値引き率」を、担当者と営業部長だけが
閲覧できるようにしたい場合

「アクセス権」を見直そう
kintoneの活用が広がってきたら、

こんな場面、ありませんか？

そうなる前に「アクセス権」を設定しましょう！
場面に応じて3段階で細かく設定できます。

極秘

極秘

詳しい設定方法はこちら
kintoneの歩き方 アクセス権の設定方法 | 閲覧・編集・削除権限の設定

※ライトコースをご契約中のお客様はご利用いただけません

kintone AIでは、AI技術を活用したさまざまな機能を提供しています。
情報の検索、アプリ設定の支援、データの分析や要約など、業務のさまざまな場面でAIを活用できます。 （2026年6月時点）

kintone AIとは？

アプリ設定レビューAIとは？

初心者におすすめ！ kintone AI活用講座

kintoneのシステム管理者がアプリ設定に関するガイドラインを登録す
ると、AIがその内容を踏まえてレビューを実施します。 レビュー結果の
トーンや伝えかたの形式も設定することができます。 初心者が安心し
てアプリ作成に取り組めるだけでなく、ガバナンスの維持や管理者の
負担軽減にもつながります。

NEW！

6.14

はじめてのシステム管理者でも、安心して社内ガイドラインを
浸透させることが出来ます。 ガイドライン変更時も都度周知の
必要がありません。

初心者でもらくらく管理
AIのレビュー結果を参考にアプリ設定の改善に取り組むこと
で、運用ルールが守られた使い続けやすいアプリの作成を支援
できます。

手間なくガバナンスを維持

アプリ設定レビューAIの活用シーン

以下の設定を見直してみてください👀
・アプリ名の問題：部署名が含まれていません
・改善案：アプリ名の冒頭に部署名を追加して
ください（例：「総務部_押印申請アプリ」）

色んなアプリが混在し
て管理しづらいな…

アプリ設定に関する
ルールや観点を登録

アプリ作ってみたけど
不安だな…

アプリ設定レビューAIを
利用

あなたの業務でどのようにkintone AIを使っていくのか、イメージを掴み
ませんか？ kintone AIの概要や機能に加え、設定の手順や利用時の注意
点について、初めての方にも理解しやすいように丁寧にご説明します。

● kintone AIについて情報収集したい方
● kintone AIを利用中で、活用のヒントを知りたい方

● kintone AIを試してみたが、うまく使い方が分からなかった方 
● kintone AIに興味を持っていたが、まだ試せていなかった方 

講座のお申し込みは
こちら！

内容の詳細も上記より
ご確認いただけます。

アプリ設定レビューAIが
新登場！

ガバナンスを維持できる
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私たちは、アプリ管理者だけでなく、kintoneアカウ
ントを持つすべてのユーザーが業務改善できるよう
になってほしいと考えています。 そのために「難しい
ことをやさしく・分かりやすく伝えること」を大切にし
ています。 ユーザーアンケートの結果から動画学習
のニーズが高いことも分かっていますが、動画だけ
でも足りないと思っています。 同じコンテンツでも、

リアルタイムセミナーの参加者の方が動画視聴者
よりkintone導入の成功に近づく可能性が高いとい
う結果もでています。 時間を決めて集中して学べる
セミナーと、必要なタイミングで繰り返し見られる
動画やテキスト、それぞれの長所を活かしたコンテ
ンツを、学び方の好みに合わせて選べるようにして
いくのが「kintone ゼミナール」の目指す姿です。

ほだか さん

kintoneは「自分でアプリを作れる」ことが魅力で
すが、自社の状況に合った機能の選び方やアプリ
の構成など、業務にフィットさせるノウハウは経験
を重ねながら少しずつ時間をかけて身につけるも
のだったりします。 それをいかに短時間で受講者の
皆さまに届けるか、かなり試行錯誤しました。 その
甲斐あって、短い時間で、 「自社の業務にピタッと
ハマるアプリ」作成のポイントが習得できるセミ

新しい２つのセミナーは「kintoneを使って今の仕
事を楽にしたいけど、どこから手を付けていいか分
からない」「他にももっとできることがあるんじゃな
いかな？」と思っている方に、ぜひ受けていただきた
いセミナーです！
kintone活用のコツをギュッと詰め込んで、隔週で
定期開催しています。 チームメンバーもお誘い合わ
せの上、ぜひお申し込みください！

ナーになっていると思います！

田村 さん

ここでしか聞けないリニューアルの裏話を
運営メンバーに聞いてみた♪

インタビューに答えてくれた運営メンバー

みなさんはじめまして！ kintoneセミナー事務局のmakoです！
お馴染みの「kintone スタートガイドセミナー」と「kintone ハ
ンズオンセミナー 便利に使おう講座」が新しく生まれ変わり、こ
の春から「kintone ゼミナール」がスタートしました。 

「kintone ゼミナール」は、セミナーを中心とした学びの場です。

以前より短時間でギュッと学べる内容に進化し、より参加しや
すくなっています。
今回は、kintone ゼミナールに込めたアツい想いやこだわりな
ど、ここでしか聞けない裏話をたっぷりお届けします♪

早速ですが、この2つの人気セミナーがリニューアルに至った背景を教えてください！

なるほど、参加者のニーズや時代の変化にしっかりと寄り添ったリニューアルだったんですね！
新たに始まった「kintone ゼミナール」について、もう少し詳しく教えてください！

運営メンバーの試行錯誤が、受講者の皆さまの学びやすさに繋がっているんですね。
それでは最後に、お二人からユーザーの皆さまへのメッセージをお願いします！

たしかに、学び方の選択肢が増えることで、より多くの方がkintoneを活用しやすくなりそうですね。
今回田村さんには主に「ピタハマコース」の制作に携わっていただきましたが、
その中で難しかったことを教えてください！

これまで「スタートガイドセミナー」と「ハンズオン
セミナー 便利に使おう講座」を毎月開催していて、
参加者の満足度は8割超えと手応えがありました。
ですが、2025年頃から参加者数が減りはじめたん
です。  原因を分析した結果、見えてきたのが「時

間」の問題でした。 全3～4回・約1か月かけて受講
する形式が、タイムパフォーマンスを重視する今の
時代のニーズに合わなくなっていたんですね。
そこで、ユーザーのニーズにフィットする形にリ
ニューアルすることにしました。

おふたりともお話いただきありがとうございました！  運営メンバーの皆さんのアツい想いが伝わってきましたね。
kintone ゼミナールが気になった方は、ぜひ右のQRコードからチェックしてみてください。
社内の方もお誘い合わせの上、皆さまのご参加を心よりお待ちしております！

これからkintoneを活用したい
方に向けた、やさしい学びの場
です。 無理なくステップアップ
しながら、すぐに活かせるノウ
ハウを学べます。 現在は2種類
のセミナーを公開しており、今
後は動画やテキストなどご自
身のペースで学べるコンテン
ツの拡充も予定しております。

どんな場所？ 今までと何が違うの？

● 各セミナー全3～4回
（各セミナー約1ヶ月で受講完了）

● 座学のセミナーとハンズオンの
セミナーで分かれていた

● 各コース1～2時間で完結！
● 座学とハンズオンが

バランスよく体験できる！

60分で概要から操作、ア
プリ作成までを、実際に
kintoneを触りながら体
験できます！

◯ kintoneではじめてアプリを作成
する方
◯ アプリ作成の基本が知りたい方
◯  kintoneで何から始めるべきか

わからない方

120分で「業務に合う、使
う人にも合う」を満たす、
自社に“ピタッとハマる”
アプリ作 成 の進 め 方 を
学べます！

◯ 作成したアプリをもっと使いやす
くしたい方 

◯ kintoneを使った業務改善の進
め方を知りたい方

◯ kintoneをチームで使っていきた
い方

サイボウズに20年間在籍。
kintoneの立上 げ時にはマーケ
ティングを担当。 Garoon、メール
ワイズを歴任したあと、昨年から約
10年ぶりにkintoneのカスタマー
マーケティングを担当。 大きく育っ
た我が子に出会った気持ち。山口 ほだか さん

サイボウズに10年間在籍。
kintoneの立上げ時にはプロダクトマネージャー
を担当。 現在は、さまざまな企業の新規事業の立
ち上げや講演などを担当しながら、サイボウズ エ
バンジェリストとして活動中。 kintone スタートガ
イドセミナーの講師も担当し、kintone ゼミナー
ルの企画にもアドバイザーとして参加。田村 悠揮 さん

ほだか さん

田村 さんほだか さん

新しいセミナーは、ノウハウを“知る”だけでなく、要
所をハンズオンで実際に体験することで、より理解
を深 めていただ けるようになっています。 特に、
kintoneを使い始めたばかりの方や、基本操作は
慣れたけど、コツを掴みたい方には迷わず参加い
ただきたいセミナーです！
kintoneのコツを掴んで、シュシュッとアプリを作れ
るようになりましょう！

白熱した会議の様子
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愛媛県松山市を拠点とするプロバスケットボールチーム「愛媛オ
レンジバイキングス」を運営する同社。 2025年6月よりサイボウズ
が運営に参画しました。
フロントスタッフはイベント等の企画運営で様々な業務を担って
おり、情報の共有先が分散していました。 まずは情報を広く共有
する文化づくりとして、議事録アプリの利用からスタート。 現在
は、広報へのSNS・サイト掲載依頼やイベント申込管理など、さま
ざまな分野でkintoneを活用しています。

今シーズン、クラブ史上初のプレーオフ進出を決めた愛媛オレン
ジバイキングス。 情報をチームの財産として積み上げ、組織全体
を強くしていく土台の役割を、kintoneが担っています！

以前は口頭で依頼を受けることもあり、投稿漏れが発生したことも。 kintoneで投稿依
頼を管理し、ステータスを見える化することで、対応漏れのリスクが減りました。

イベントの申込受付には「フォームブリッジ」（トヨクモ株式会社）を活用。 回答データは
kintoneに自動で蓄積されるので、チーム全体で内容を確認できます。

「案件管理アプリ」では項目を絞り入力負担を軽減
※画像はイメージです。 登録されている会社名や個人名は架空のものです。

※kintoneの画面は、インタビューを参考に作成したイメージ画像です

krewDashboardで受注情報リスト化

広報へのSNS・サイト掲載依頼 イベントの申込管理

スポーツ業界を支えるkintone

「顧客管理アプリ」「案件管理アプリ」「活動履歴アプリ」など複数のアプリ
を連携させ、案件が発生すると「案件管理アプリ」に登録。商談後には「活
動履歴アプリ」へ記録するとともに、「案件管理アプリ」の進捗状況を更新
する運用としています。
この進捗管理は、かつて「○○％」という数値で行っていましたが、担当者
ごとに基準がばらつき、売上予測が困難でした。 そこで、「初回提案」「2次
提案」といった具体的なフェーズ名に変更することで、予測の正確性を担
保しています。
こうして蓄積されたデータを同社ではプラグインの「krewDashboard」(メ
シウス株式会社)でリスト化して部内へ共有したり、外部ツールを活用し中
長期で分析したりしています。 さらに帳票サービスの「オプロアーツ」(株式
会社オプロ)とも連携させ、シームレスに見積作成まで行えます。

実は今年からkintoneのロゴマークがユニフォームの右袖に入っています！
埼玉西武ライオンズの試合を観戦する際は、ぜひご注目ください。

今年はたくさんのスポーツイベントがありますね！
冬季の国際大会での日本選手の活躍が記憶に新しいです。

プロ野球の熱戦が続く中、このマガジンが届く頃にはサッカーの世界大会も開催中です。
9、10月には愛知で大規模な国際総合競技大会も控えており、まさに「スポーツイヤー」と言っても過言ではありません。

そんな中、スポーツ業界のさまざまなシーンで、kintoneが活用されているのをご存知でしたか？

案件情報を一気通貫で管理し、
営業力を強化

人気球団 埼玉西武ライオンズを運営する同社では、営業活動をkintoneで一元管理しています。

営業活動一連の流れ

kintoneのロゴマークがユニフォームの袖に!?

写真の背番号16のユニフォームはライオンズの若きエース、
隅田ちひろ選手のユニフォームです。

さて、隅田選手の「ちひろ」は漢字でどのように書くでしょうか？

クイズの答え：➃知一郎

ライオンズクイズ

➀千尋　　➁千紘　　➂智一郎　　➃知一郎

日本パラスポーツ協会（JPSA）は、パラスポーツの普及・振興を目的に幅広い事業を展開してい
ます。 2025年4月より、サイボウズはオフィシャルパートナーとして協賛しています。
強化部では、国内の70ある競技団体に対して助成金（強化費）の申請受付・審査・執行状況管理
を担っています。 以前はこれらをExcel・メールで管理しており、集計のたびに手作業で取りまと
めていました。
そこで、サイボウズ認定パートナーであるジョイゾー社の支援のもと、助成金の申請から承認・
執行状況管理までの一連のプロセスをkintoneで整備。 ExcelライクなUIを実現できるプラグイ
ン「krewSheet」（メシウス株式会社）を採用したことで、Excelから違和感なく移行できました。 

現在は競技団体についてkintoneで管理する情報は助成金以外にも広がっています。 競技団
体だけでなくJPSAと関係する幅広い団体情報をkintoneで管理しており、最終的に300名が利
用する情報基盤となる見込みです。
今後は選手へのメディカルチェックの問診票送付や、パートナー企業とのやり取りにもkintone
を活用予定です。 パラスポーツを支えるデジタル環境の整備がますます進みそうです！
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DXや業務改善を進めたいなら、伴走パートナーにお任せください。

業務フローの整理からアプリ設計まで、 

一人では進めにくい課題も一緒に解決します。 

業務コンサルティング、アプリ開発支援、教育・研修など、 

お客様の状況に合わせて継続的な改善をサポート。 

企業を成功に導く心強いパートナーです。 詳しい支援内容はこちら

kintoneの に迷ったら！進め方

極秘

https://kintone.cybozu.co.jp/support/menu/partner/banso/?utm_source=magazine&utm_medium=all&utm_campaign=vol35
https://kintone.cybozu.co.jp/



